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午前１０時００分開会 

○芳野会長 おはようございます。よろしくお願いいたします。 

  皆さんおそろいのようですので、逗子市情報公開運営審議会規則第３条第２

項の規定に基づいて、半数以上の委員の出席があるということで要件を満たし

ますので、第２回情報公開運営審議会を開催いたします。 

  きょうは傍聴の方がいらっしゃるんですね。事務局からお願いします。 

○矢島情報公開課長 傍聴の方は２名いらっしゃいます。もうお座りになられて

いますので、よろしくお願いします。 

○芳野会長 それでは、傍聴の方が２名いらっしゃるというところで審議会を進

めさせていただきます。 

  まずは事務局から配付資料の確認をお願いいたします。 

（配付資料の確認） 

○芳野会長 資料のほうは皆様、おそろいでしょうか。 

  それでは、会議に入ります。 

  まずは、議題１、平成28年度上半期の情報公開制度の運用状況について、事

務局からご報告をお願いいたします。 

○矢島情報公開課長 それでは、平成28年度上半期における情報公開制度の運用

状況について、ご説明させていただきます。 

  資料１をご覧ください。平成28年度の上半期分４月から９月末までの状況と

いうことで、９月末現在の状況になります。 

  まず、上半期の１の公開請求件数と決定件数ですが、そちらの合計欄をご覧

ください。まず①の全部公開が21件、②の一部公開が14件、③の非公開がゼロ

件、④の却下がゼロ件、⑤の不存在が２件、こちらの主な理由は、Ｂというこ

とで、Ａの会議録等で今後作成後に公開できるもの以外のものということにな

っております。 

  ⑥の存否応答拒否がゼロ件、⑦の検討中が１件、こちらは延長決定がなされ、

10月18日一部公開の決定がなされていますので、この欄は決定がなされた月に

空欄に変更しております。 

  ⑧の取り下げがゼロ件、⑨の延長が５件でした。こちらの延長については延

長件数としてカウントするため、それぞれ決定がなされていますが、それぞれ
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の月に件数は残ります。 

  それから、⑩の請求件数の合計は37件ですが、先ほど申し上げました全部公

開から取り下げまでを合計すると38件になりますが、１件の請求の内容が複数

の処理内容になる場合がありますので、合計数は一致しておりません。 

  それから、⑪のインターネット請求につきましては、内数になりますけれど

も、４件です。 

  また、⑫の口頭請求が７件ありますが、一度公開請求があって公開決定をし

た情報については、既に公開決定済みであるため、同じ内容の請求については

口頭による公開請求ができるということで、その場で情報を確認できるという

ものです。これは、条例の第９条、ハンドブック98ページに規定されておりま

す。 

  この口頭請求の内訳につきましては、後ほどご説明させていただきますが、

13ページに内容が記載されております。参考までに申し上げますと、昨年度、

平成27年度の上半期分の⑩の請求件数の合計は31件、うちインターネット請求

が３件でしたので、大きく変化はありませんでした。 

  それから、２の公開請求の所管別内訳につきましては、経営企画部が１件、

総務部が６件、市民協働部が６件、福祉部が１件、環境都市部が17件、会計課

が１件、議会が４件、教育委員会が１件となっております。それぞれ内容につ

きましては、３ページから８ページに記載されております。後ほど簡単にご説

明させていただきます。 

  ２ページ目の３の行政不服審査法に基づく審査請求はありませんでした。 

  それから、４の条例に基づく不服の申し出等につきましても、ありませんで

したので、ゼロ件となっております。 

  ５の同一人による請求件数ということで、ちょっと下から読ませていただい

て、４件請求した方が１人、３件請求した方が３人、２件請求した方が８人、

１件請求した方が８人で、合計実請求者数は20人となっております。 

  ６のインターネット請求者の割合は、実請求者20人のうち２人で、10％、10

分の１ということになっております。 

  それでは、３ページ以降になりますが、平成28年度の上半期の情報公開請求

の内容と決定内容について、全部公開を除きご説明させていただきます。 
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  まず、３ページの管財課３番、ちょっとこちらは件名が長いので省略させて

いただきますが、ネット請求で不存在という決定になりました。こちらは不存

在となった理由が、該当する文書が存在しないためです。 

  それから、管財課の15番、こちらも件名が長いので省略させていただきます

が、①と②につきましては全部公開、③につきましては不存在決定になりまし

た。こちらの不存在となった理由は、該当する文書が存在しないためとなって

おります。 

  次に、４ページになりますが、市民協働課21番、24番、34番につきましては、

それぞれ一部公開で５条２項１号の個人に関する情報が非公開となっておりま

す。 

  次に、５ページとなりますが、経済観光課、こちら30番は一部公開決定で、

個人情報が非公開となっております。 

  それから、同じページのまちづくり課16番、17番については一部公開決定で、

こちらも個人情報が非公開となっております。 

  同じくまちづくり課の20番、こちらの請求はネット請求で、延長決定となり

ましたが、一部公開決定で、個人情報が非公開となっております。 

  それから、同じくまちづくり課31番についても一部公開決定で、個人情報が

非公開となっております。 

  次に、６ページになりますが、緑政課７番につきましては、一部公開決定で、

５条２項１号の個人に関する情報が特定の個人が識別されるため、また５条２

項２号の法人に関する情報が、事業の運営上の地位、その他社会的な地位が損

なわれるもののため非公開となっております。 

  同じく緑政課29番は、先ほど経済観光課の30番と同じ件名ですが、こちらも

一部公開決定で、個人情報が非公開となっております。 

  次に、７ページになりますが、都市整備課９番につきましては、延長決定後、

一部公開決定となりました。延長決定の理由は、請求された情報に第三者情報

が記録されていることにより、調査に時間を要するためでした。個人情報が非

公開となっております。 

  同じく都市整備課27番、33番につきましても一部公開決定で、個人情報が非

公開となっております。 
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  都市整備課35番につきましては、10月以降の決定ですので空欄部分がありま

すが、先ほど①の公開請求件数と決定件数でもお話しさせていただきましたが、

⑦の検討中の１件で、こちらは延長決定がなされ、10月18日に一部公開の決定

がなされています。こちらも個人情報が非公開となっております。 

  次のページに移りまして、８ページ、社会教育課28番については、一部公開

決定で、個人情報が非公開となっております。 

  以上、平成28年度の上半期の情報公開請求内容と決定内容について、全部公

開を除きご説明させていただきましたが、個人情報の５条２項１号関係の趣旨、

解釈等については、ハンドブック61ページから67ページに、個人情報の５条２

項２号関係は68ページから74ページに記載されております。 

  次の９ページは、情報公開運営審議会の開催状況ということで、前回の本審

議会の開催状況、議題が載っております。 

  続きまして、11ページ、12ページになりますが、先ほど申し訳ございません、

差し替えということで、つづられていたのが12月までの報告分が入っていたの

で、９月末までのものに差し替えさせていただきました。こちら平成28年の４

月から９月までの行政委員会、附属機関、懇話会等、庁内会議、その他の会議

の事前公表の状況となります。こちらにつきましては、条例第20条で会議の公

開が規定されておりまして、運用で会議の事前公表に努めるものとされていま

す。こちらはハンドブック146ページから150ページになります。 

  それから、次に13ページになりますが、こちらは１ページでご説明しました

⑫の口頭請求７件の内訳となります。口頭請求の内訳につきましては、ご覧の

とおりですが、７件中１番、３番、４番の３件につきましては、それぞれ件名

が少し異なりますが、神武寺トンネル拡幅工事の設計関係の情報で、既に27年

度の情報公開請求67番の情報の一部であるため、口頭請求となったものです。 

  それから、２番、５番、６番、７番につきましては、既に27年度、28年度に

公開請求され、決定済みの情報であったため、口頭請求となったものです。少

し請求の件名が異なるところはございますが、既に公開請求により公開された

情報については口頭による公開請求ができますので、請求者にその旨をお伝え

し、対応したものでございます。 

  それから、続きまして14ページになりますが、情報提供の内訳ということで、
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こちらは市政情報広場、１階の情報公開課の窓口で対応したものの内容です。

上半期は３件ありましたが、記載のとおりとなります。 

  それから、15ページは28年度上半期分の市政情報広場の利用状況等になりま

す。 

  それから、16ページは、15ページの４番の総合案内の内訳でございます。情

報公開課の主に非常勤職員が対応している状況になります。 

  17ページは、有償刊行物の頒布状況になります。 

  運用状況の報告につきましては以上でございます。 

○芳野会長 ありがとうございました。 

  議題１の平成28年度情報公開制度の運用状況についてご報告いただきました

が、これについて何かご質問はありますでしょうか。 

  では、質問じゃなくても、ご意見とか、ご要望とか、そういうことでも。い

かがでしょうか。 

  特にはないですか。 

  では、議題１については、こういう状況を踏まえて、いろいろな議論の前提

とするということで、今日のご報告をいただいたということで、議題としては

終了ということでよろしいですか。 

  それでは、議題１は終わりということで、議題２に移りたいと思います。 

  議題２は、逗子市インターネットによる公開請求及び情報公開に関する事務

取扱要領の一部改正についてということで、事務局からご報告をお願いいたし

ます。 

○矢島情報公開課長 それでは、資料２をご覧ください。 

  インターネットによる情報公開請求につきましては、逗子市インターネット

による公開請求及び情報公開に関する事務取扱要領により運用していますが、

この要領を今回改正するものです。こちらハンドブックの161ページと162ペー

ジに記載されております。 

  こちらの新旧対照表の２ページ目をご覧ください。上が切れていますのでわ

かりづらいんですが、左側が現行、今の形です。それで右側が改正案となって

おります。 

  現在インターネットによる公開請求の対象となる情報の公開は、要領の第６



－8－ 

条に規定されております。条例第12条の手続によるものとされ、この場合にお

いて、公開の対象となる情報を逗子市のホームページに掲載すること及びその

ＵＲＬを示した通知を行うことにより写しの交付をすることができるとされて

います。 

  しかし、第７条の第１項に規定されていますように、１件につき10ＭＢを超

える場合は、ホームページに掲載ができなかったため、別にＵＲＬを設けまし

て、ＦＴＰの仕組みによって今まで対応してきました。今回、県内のインター

ネット環境を統一するに当たりまして、ＦＴＰの４月以降の使用につきまして、

セキュリティーの関係で難しくなることから、現在の対応を見直す必要が生じ

まして、改めてホームページ全体の調整を行っています秘書広報課で検証した

ところ、現在の仕組みでは、ホームページに容量の大きなものを載せても、ほ

かに大きな影響は出ないとのことでした。ですので、このことによりまして、

改正案にお示ししたとおり、10ＭＢの制限について規定している第７条第１項

を削除しまして、第２項を第１項と改正したいと考えております。 

  最近開示のありました一番大きなデータで検証をし、不都合は生じなかった

ということなんですが、今後どのような事案が出てくるか、そちらのほうもわ

からないので、実際に運用してみて、万が一、不都合が生じた場合には対応等

につき検討し、ご報告させていただきたいと思います。大分パソコンの機能も

よくなっておりますので、問題はないと考えているのですが、請求者のネット

の環境や機種等によって不都合が生じるのか、今のところ不明な部分もござい

ますので、状況を見て対応していきたいと考えております。 

  施行日は、こちらに書かれていますように、平成29年３月１日からとし、同

日以後になされた公開請求から適用したいと考えております。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

○芳野会長 ありがとうございました。今のご説明に対して、まずご質問は何か

ありますか。 

  実際に、この10ＭＢを超える場合というのは、どのぐらい件数的にはあった

のですか。そんなに多くはないのですか。 

○内田情報公開課係長 一概に言えないんですけど、結構あります。開示した資

料が、ページ数もそうですし、１ページがもともとが図面だったりカラーだっ
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たりする、それだけでもＭＢが増えちゃったりもするので、本当に一概には言

えないんですが、インターネット請求の中で開示した資料が10ＭＢを超えちゃ

うというケースは結構あります。 

○芳野会長 今回の改定で、それが全部ホームページ上で閲覧することが基本は

できると。 

○内田情報公開課係長 今後はホームページ上でできるようになるということで

す。 

○芳野会長 だから、今回の改定というのは、むしろ公開を広く、請求した人だ

けじゃなくて、そうではない人にも見やすくなるような環境になったという理

解でよろしいんでしょうか。 

○内田情報公開課係長 そうですね。 

○矢島情報公開課長 期間は60日間になってしまっていますので、ずっと延々と

ということではないんですが。 

○内田情報公開課係長 もともと公開決定したものはどなたも見れるというのが

前提ですけれども、今おっしゃるとおり、ホームページでさっと見られるよう

になるという意味では、より公開度が広がるということにはなるかと思います。 

○芳野会長 何かご質問は。 

○矢島情報公開課長 今、窓口に見えている方で、情報をＣＤに写してお持ち帰

りいただく方もいたんですが、実は１件だけ、数件情報が入っていたんですが、

１つだけＰＤＦが開けないという方も中にいらっしゃって、こちらにお持ちい

ただいたんですが、こちらでは開けるんですが、その方のパソコンだとやっぱ

り開けないというふうな現象も起きていますので、ちょっとそういうことが起

きないようには願っているんですけども、事情があって、やっぱり皆さんから

もし開けないという情報が寄せられた場合には、何かまた対応を考えなきゃい

けないのかなと。先の話なので、今はちょっとわからないんですが、広く公開

できるということで対応したいとは思っております。 

○関根委員 ちなみにその情報をＣＤで渡したという話でしたよね。そのＣＤは、

市役所のほうからＣＤを渡すのか、それとも持ち込んだ人もいるんですか。 

○矢島情報公開課長 こちらのものです。それで実費をいただいております。 

○関根委員 わかりました。 
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○芳野会長 何かご質問ありますか。 

  なかなかパソコンとかネットのお話だと、理解がおぼつかないところもある

んですけれども。 

○矢島情報公開課長 私もちょっと機械、パソコンの関係はあれなんですけれど

も、当初はそのＦＴＰによってホームページが作成されていたんですが、数年

前にＣＭＳでのホームページ作成に切りかわっているということで、容量が恐

らくその時点で、ちょっと検証はできていないんですけれども、ＣＭＳですと、

10ＭＢでも今の状況では対応できるということでの回答をいただいていますの

で。 

○芳野会長 それでは、ご質問は。ご質問だけじゃなくて、ご意見とかご要望と

かも含めて、いかがでしょうか。 

  インターネットによって請求を受けたものをホームページ上で公開するとい

うのは、逗子市がかなりというか、ほかのところでは余りやられていない制度

ですかね。 

○内田情報公開課係長 やってないかもしれないですね。 

○芳野会長 なるべく公開をしていくという建て付けということですね。 

○関根委員 例えば、今というのはインターネットですとか書面とかで情報公開

請求していると思うんですけど、今、国がＩＣＴ化を進めていますよね。そう

すると多分、マイナンバーという絡みで、情報が多分コントロールされていく

というか、それぞれあると思うんですけど、こういうのは将来的に請求方法も

変わるという理解でいいんですか、今後は。 

○内田情報公開課係長 インターネットによる請求方法自体がですか。まず、マ

イナンバーとはまた別の話で、情報公開請求は請求で受けるんですけれども。 

○芳野会長 これは公開の方法だけど、今のご質問は、今後そのインターネット

請求方法というのも、今後のいろいろな状況の変化で変わっていく可能性はあ

るんでしょうかというご質問だと思います。 

○関根委員 そうです。 

○内田情報公開課係長 もともと市単独で動いて、インターネットで請求者の方

とやりとりをしていたところから始まっているんですけども、電子申請システ

ムという県統一のフォーマットの中で今、申請を承っている状態です。なので、
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直接ダイレクトに請求者の方から市に受けるのではなくて、１回その県統一シ

ステムの中を通じて請求を受けるというところで運用されているので、しばら

くはこの形で行くのかなというふうには考えておりますけれども。その中で今

回、ＦＴＰの脆弱性というのが指摘されて、変わるということです。 

○島田委員 請求情報自体は、請求情報の内容は公開されているんですか。 

○内田情報公開課係長 公開されています。運用状況ということで、情報公開課

のホームページに載っております。 

○島田委員 そうなんですか。 

○内田情報公開課係長 ちょうど今ご案内していることがホームページにも載っ

ております。 

○島田委員 そうですか。 

○内田情報公開課係長 はい。どなたが請求したというのはもちろん載せられな

いんですけれども、どういう請求があったかというのは載っております。 

○島田委員 この規定は、公開の対象となる情報の公開と書いてありますよね、

規定に。その辺のは規定上は書いてあるんですか。ちょっと僕の理解不足だろ

うと思いますけれども。公開の対象となる情報、それの公開はされているけれ

ども、請求情報自体の内容というのは、それはどの規定に書いてあるんですか。 

○矢島情報公開課長 件名がそのまま、請求内容が載りまして、そこに公開情報

がという形になりますので。先ほど係長からご説明した運用状況の件名は請求

件名で、窓口、インターネット、余りファクスとかはないですけれども、郵送

の場合がありますので郵送とか、そういう請求方法も載っているもので、どう

いう決定になったかという運用状況の公表の中に件名を出しております。イン

ターネットの公開の場合には、そちらの件名が載りまして、そこに公開情報が

載る、張りつくと言うんですかね、そういう形になります。 

○島田委員 請求情報、申請者が請求しますよね。その内容を件名とおっしゃっ

ているんですか。 

○矢島情報公開課長 はい、そうです。その内容が、先ほど運用状況でご説明し

た、この件名です。３ページ以降にあります。これがそのままインターネット

の請求のときにも。 

○島田委員 はい、どうも。 
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○矢島情報公開課長 今回の報告でインターネット請求があったもので、例えば

７ページの会計課は、ネットであったのですが、これは件名がこのまま、今回

これは10ＭＢを超えてしまったので載らなかったのですが、少ないものであっ

た場合には、このままこの件名で載ります。 

○芳野会長 島田委員、よろしいですか。 

○島田委員 そうですね。 

○芳野会長 ほかに何かご質問とかご意見ありますか。 

  要望とか、こういう改定に加えて、何か要望とかありますか。 

  よろしいでしょうか。 

  今回のこの改定は、より公開をしていくという形でも、技術的な進歩に基づ

いて規定を合わせるということなので、なるべく市として情報を公開していく

という姿勢はぜひ守っていただきたい。ただ、ネットというのは、どうしても

インターネットに掲載すると、それを訂正するとか直すということは１回流れ

てしまうとできないことなので、出してはいけない個人情報とかがうっかり流

れてしまうと、それはそれで大変なことになるので、より慎重に判断された上

で、手続をとっていただきたいかなというふうには思います。でも、基本姿勢

として、やっぱり公開していくというところは、ぜひ逗子市としては守ってい

ただきたいなと思っております。 

  よろしいですかね。それでは、次の議題に移ります。 

  議題３は、機構改革等に伴う関係規則等の改正についてということで、事務

局からご報告をお願いいたします。 

○内田情報公開課係長 次は私のほうから説明させていただきます。 

  資料の３のほう、１枚だけのものをご覧ください。平成29年４月機構改革等

に伴う情報公開ハンドブック（平成28年４月版）の改正箇所と書かれているリ

ストになります。 

  これとあわせて、まずご報告なんですけれども、４月から市の中で大きな機

構改革が予定されておりまして、ご存じの方もいらっしゃるかと思うんですが、

情報公開課が今度、情報政策課という別の電算部門がありまして、そちらと統

合して一緒の課になることになりました。 

  そのあたりは、すみません、後からご報告になって申し訳ないんですけれど
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も、机上に配付させていただいた平成29年４月実施の機構改革についてという

左上ホチキス留めの３枚程度のものがあるんですけれども、こちらのほうが、

その機構改革の概要になっておりまして、その一環で情報公開課の課名が変わ

るということが予定されております。 

  機構改革の件はご報告が初めてになるかと思いますので、ざっと概要だけな

んですが、ポイントということで、この３枚つづりの、これは総務課のほうの

ホームページにも載っている資料なんですけれども、３つほどございます。 

  まず１つは、こどもセクションの教育委員会への設置ということ。それから、

新たな行政ニーズへの対応。組織のスリム化による効率的な行政運営という、

この３つをポイントとして、今回４月に機構改革が予定されているところです。 

  この中で一番大きな目玉といいますと、一番最初のこどもセクションの教育

委員会への設置ということなんですけれども、何かと言いますと、今、子育て

と教育というのは、それぞれ実施機関が別で運営を行っております。これをお

子様のご誕生から18歳まで、子育てと教育を一貫して支援していこうというこ

とで、統合するということが予定されております。 

  具体的には、市役所の１階に子育て支援課という課がございまして、２階に

保育課という課があるんですけれども、その課が５階のフロアに今度移ります。

ちょうど我々がいるこのフロアの奥のほうになるんですけれども、既に５階に

教育委員会がございますので、そのあたりの壁を取り払って一体化する形で窓

口業務を開始していくことが予定されているところです。そのあたりのことが

最初の１ページのところに、こどもセクションということで書かれているとこ

ろです。 

  こどもセクションの設置についての説明書きが１ページ、２ページ、それか

ら３ページのところまで書かれておりまして、その他、福祉部との連携体制の

構築ですとか、その後、事務のレイアウト、なぜそのような一体的な支援をし

ていこうとしたかといったところが書いておりますので、後ほどご覧いただけ

ればと思います。 

  それから、４ページ目のところに、２番目のポイントということで、新たな

行政ニーズへの対応というところが書かれておりまして、将来的なまちの活性

化を見据えたシティプロモーションの推進体制を改めて整理しますということ
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で、こちらのほうは、現在広報の担当が秘書広報課の広報係というところで担

当しているんですけれども、こちらのほうが、シティプロモーションというキ

ーワードで今度、企画課の中の広聴広報係ということで統合されるということ

が予定されているところです。 

  それから、４ページのⅢ番のところです、組織のスリム化による効率的な行

政運営という、ここがちょうど情報公開課がかかわってくるところなんですけ

れども、今後、組織をスリム化していきますといったところが端的に記載され

ております。現行ですと、部の数は６で変わらないんですけれども、課の数が

今37あるところが33に減りまして、係の数で言いますと、50の係があるところ

が48にスリム化される予定でおります。 

  この３つのポイントが大きな目玉となっておりまして、その具体的な、何課

が何課になるのかといったところが一番最後の機構図のところに、ちょっと字

が小さくて申し訳ないんですけれども、書かれております。私たちのいる情報

公開課というところはちょうど上のほうです。総務部というところにありまし

て、情報公開課情報公開係となっています。その１つ上に、情報政策課にも情

報政策係という形になっておりますが、情報政策課とこのたび統合して、情報

政策課の情報公開係ということが予定されております。 

  機構図の一番上のところにあります秘書広報課、企画課とあるあたりが、先

ほど申し上げたポイントの２番目のところで、改めてこのあたりは企画課とい

う形で大きな課になって、その中に秘書室があり、企画があり、広報があると

いう形でシティプロモーションを一体化して推進していくことが予定されてい

るところです。 

  それから、市民協働部のところに生活安全課という課があります。ちょうど

本市でいいますと３階にセクションがあるんですが、こちらの課が実質的に解

体されて、ほかの課に業務が混ざっていくイメージなんです。具体的には、防

犯の部門が現在の防災課のところに、今度は防災安全課というふうに名前も変

わりますが、移っていく。防災課のほうで防犯もあわせて管理をしていくとい

うこと。それから、人権の担当が、今、生活安全課で行っていますが、そちら

のほうが市民協働課のほうに移っていきます。あと、いわゆる動物対策関係、

狂犬病予防とか、そういった業務が国保健康課のほうに移ります。それから、
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交通安全ですとか駐輪場の関係が環境都市部のほうに移っていくということで、

実質的に生活安全課という課はなくなって、今持っている業務がそれぞれ新し

い課の中に組み込まれていくことになります。 

  それから、最初に申し上げた一番の大きな目玉である子育て支援課、保育課

のセクションが教育委員会のほうに移ってきまして、ちょうど機構図でいいま

すと右下のところですね、このあたりが一番大きいんですが、改めて教育部の

中で業務を行っていくということが予定されております。 

  戻りまして、情報公開課なんですが、現在の予定ではフロアは１階のままで

す。場所は変わりません。総合案内も兼ねておりますので、そのままです。市

政情報広場という閲覧コーナーがありますが、その名称もそのまま変わる予定

はございません。 

  一方で、情報政策課というのはコンピューターを扱っている部門なものです

から、コンピューター室は３階にしかないので、こちらも課の場所は変わらな

いということで、ちょっと飛び地のような感じですね、同じ課なんだけれども

場所が違うということで、係によって１階だったり３階だったりという違いは

あるんですけれども、そういった形で４月から改めて再スタートすることが予

定されておりますので、ご報告させていただきます。 

  すみません、ちょっと前置きが長くなってしまったんですが、以上のような

理由によりまして、課名が変わることによりまして、今お手元にもあります情

報公開ハンドブックにも各課名ですとか課長名の変更が出てまいりました。そ

のリストがお配りした改正箇所になります。 

  例えば一例をご紹介いたしますと、ハンドブックの26ページ、27ページあた

りをお開きいただきたいのですが、これは情報公開審査委員規則ですね、オン

ブズマンの規則になりますが、26ページの一番下に庶務第５条とありますが、

審査員に対する庶務は情報公開課において処理するですとか、あるいはその隣

の27ページの第６条の２項のところに、前項の公印は情報公開課長が保管する

といったようなところが随所に出てまいりますので、こういったところをそれ

ぞれ情報政策課が処理する、情報政策課長が保管するという形で、それぞれ変

更の必要が出てまいりました。そのリストが改正箇所になります。 

  細かいのは、全部は割愛しますけれども、同じようなパターンで情報公開運
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営審議会規則ですね、ここの規則もそうですし、逗子市の出資団体の情報公開

に関する要綱、それから一番ボリュームが大きいのが解釈運用基準、あと先ほ

どちょっとご説明したインターネットによる公開請求の実施要領もあわせて課

名が変わってくるという形になります。 

  それから、ハンドブックの一番最後のほうにきますと、情報公開に至るフロ

ーチャートですとか、流れとかというページが一番最後のほうについているん

ですけれども、こういったところにも情報公開課という表記が随所にあります

ので、そのあたりも一通り新しくして、改正をしていく予定でおりますので、

ご報告させていただきます。 

  一部、改正箇所の中に下線が引いてある改正部分は、これは機構改革とは別

ものです。例えばハンドブック121ページなんですが、第11条の第三者情報に

関する取り扱いに関するページの中で、中ほどに３、運用とありまして、その

ちょっと下のところに、事務決裁規程第11条、専決の制限と書いていますけれ

ども、このあたりの条が正しくなかったものですから、すみません、こういっ

た細かいミスもあったもので、11条ではなく10条が正しかったりしましたので、

修正をさせていただく予定でおります。 

  同じような理由で、140ページにも、第17条、他の法例等との調整等という

ところで、140ページの下から６行目ぐらいですかね、２、縦覧という項目の

中に地方税法第415条といった表記があるんですが、もう一度見直したところ、

現在では416条だったとか細かい修正がありましたので、あわせて機構改革の

関係とともに改正させていただく予定でおります。 

  簡単ですが、以上になります。 

  当然これが変わるということは、もう一つのピンクの個人情報公開ハンドブ

ックも同様の改正箇所が出てまいりまして、ハンドブックの印刷は４月すぐに

は間に合わないかもしれないんですが、そのような形で予定をしておりますの

で、ご報告させていただきます。 

○芳野会長 ありがとうございました。関係規則等の改定のことですけれども、

その前提として機構改革が今度あるわけで、それで改定なので、その機構改革

のところも含めて、何か質疑等がありましたらどうぞ。 

  では、私から。情報公開課が情報政策課に統合して、情報政策課の下に情報
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公開係になるということですよね。実際今、情報公開課で行っている業務と、

係になって、何か変わってくることとかあるんでしょうか。 

○矢島情報公開課長 基本的にはないです。ただ、課長が情報政策課長になりま

して、今１階と３階なんです。ですので、これから人事の話になってきますの

で、どういうふうに人がというのはちょっとわからない状況に今あるのですが、

後退しない形で対応しますので、今と変わらないということで。あと総合案内

のほうも、１階でという形で、体制的にはちょっと、人がどう配置されるかと

いうのはちょっとわからないですけれども、仕事的には今のフロアで、市民に

対してはきちんと後退しない形で応対できるような形をとってまいりますので。 

○芳野会長 １階にいらっしゃる人が減っちゃう可能性もあるんですか。課長が

いなくなってしまうので減ってしまうのかなと、ちょっと心配を。まだわから

ないですか。 

○矢島情報公開課長 わからないです。 

○芳野会長 ３階に課長がいらっしゃるのか、１階に課長がいらっしゃるのか、

どっちかになるわけですよね。 

○矢島情報公開課長 趣旨というか、スリム化ということもありますので。今の

状況は、課なんですけれども、課長と、係長と、再任用職員と非常勤という形

で、かなり課としては職員が少ない体制なんですね。ですので、本当に後退し

ない形でそちらのほうは対応させていただきますので、ぜひ皆さんのお力もい

ただきながら対応していきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○芳野会長 何か。ご質問だけではなくて、ご意見とか、いろいろあわせても構

いませんが、どうでしょうか。かなり大きな組織改編になっているので。 

○島田委員 これは決定したことですから、とやかく言えないんですけど、情報

政策課というのは、庁内の情報システム化と地域の情報政策と両方あると思う

のですが、それと情報公開課は、情報公開、個人情報というぐあいに仕事の性

質が随分違うんですよね。だから、自治体によっては市民対応に近いセクショ

ンとこの情報公開課が一緒のところも多いようです。そういう意味では、性質

の違うものを統合するということですから、その連携をどういうふうにするか。

  例えば、課長さんが両方わかっているか、あるいは、課長が例えば情報政策

がよくわかって、補佐する人である課長代理が個人情報、情報公開がよくわか
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るというようならよいが、一人で両方兼ねるというのは、要求される職能はか

なり違うというふうに思うので難しいのでは。どちらの部門も情報という名前

はついているけど、仕事はかなり似て非なるものであるから、こういう異質な

ものを統合してうまくやっていくところには相当工夫が要るなと、こういうふ

うに思いますね。意見です。

○内田情報公開課係長 情報というキーワードで今回一緒になる予定ですが、確

かに市によっては総務課と一緒になっているとか、いろいろパターンはあるん

ですけれども、おっしゃるように、その辺は本当に密に連携を取り合って、滞

りなくやっていきたいと思います。内容もかなり違うので。 

○島田委員 それから、広報とこういう情報公開課が一緒になっているパターン

もありますね。 

○内田情報公開課係長 それもありますね。情報政策というのは、本当に窓口に

来る市民はほとんど皆無ですから。業者さんとかのＳＥの方が出入りするよう

な課なので、我々は全く逆なので。 

○矢島情報公開課長 一番かかわっているのがマイナンバーの関係ですね。それ

が情報政策とうちでという形になっていますけれども、そこら辺も密に連携が

とれるように頑張っていきたいと思いますので。 

○内田情報公開課係長 情報政策課ではオープンデータとか、そういったことを

今推進していますね。それを今、政策課のほうでもしているので、そういった

ところは今後発展させていきたいなと思っていますけれども。 

○芳野会長 ありがとうございます。ほかに。 

  機構改革はもう決まったことですけれども、この審議会というのは、むしろ

市民目線でいろいろな意見を上げて、次の市政に反映してもらう一つの審議し

ていただくということですから、決まったから意見を言わないじゃなくて、そ

れについて何か今後の運用とか、今後の進め方についてのご意見とか、そうい

うことも上げていただくと有用だと思いますので、どうぞ遠慮なく。 

○内田情報公開課係長 ちなみに、事務局からで申し訳ないのですが、機構改革

があるというのはご存じでしたか。広報等でも周知はしていたと思うんですが。

余り……、気がついたら機構改革が決まっていたみたいな感じだったでしょう

か。総務課でパブリック・コメントをかけたりとか、周知はしていたようです
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が。 

○芳野会長 ご存じだった方、いらっしゃいますか。 

○小松原委員 ③のところに関しては、広報で特集されていたというふうに記憶

しているんですけれども、すごくわかりやすく内容が載っていたので、読ませ

ていただきました。 

○内田情報公開課係長 そうですね。はい。 

○芳野会長 今回の機構改革というのは、こどもセクションのところが一番大き

な。 

○内田情報公開課係長 一番の目玉はそこですね。 

○芳野会長 関根委員、どうぞ。 

○関根委員 島田さんのほうから、性質が違う課が一つになるという話があった

んですけど、これは僕の独断的な勝手なイメージなんですけど、全く世の中に

あるインターネット系だとかＩＴ系企業というのが、結構何か自分よがりな感

じで消費者にアナウンスしていく。消費者は結局それがわからなくて、後でも

めるみたいなケースが結構多くて、その後の結局、窓口対応なんかでも何かか

み合わないというケースが多くて、今回のこの組織図を見ると、情報政策課と、

それから情報公開課が１つになって、結局は情報政策課という名前になるじゃ

ないですか。そうすると、変な話、子会社みたいなものですよね、情報公開係

って。 

  そうなったときに、その情報公開係というのは、どっちかというと、わかり

やすく市民にものを伝えるというセクションであるべきだと思うんですよ。例

えば情報政策課の人と僕は話したことがないからどういう人かわからないけれ

ども、今言ったように、ＳＥさんとか、そういう人を別にどうこう言うわけで

はないんだけれども、なかなかアナウンスするのがあまりうまい人たちじゃな

いというイメージがあるんですよ。 

  そうなったときに、真逆のコミュニケーションの人たちが出てくるわけで、

情報政策課の課長にどういった人がなるのか知らないけれども、その辺をきち

んとコミュニケーションがとれるような課にしてほしいなと思います。 

○島田委員 おっしゃるとおりだと思うんです。やっぱり情報政策課のほうは、

言ってみればコンピューター、ＩＴを、大体、市の場合はほとんど外部に委託



－20－ 

していますから、そういう形で逗子市の情報政策のプランを外部に委託して、

技術を管理すると。そういうところが主ですから、今おっしゃったように、異

質なんですよ。外向きの志向は余りないですからね。だから、ちょっと係が地

盤沈下するおそれがあるので、実際は情報公開課というのが上にあって、その

中で情報システム係だったらわかるんですけど、その辺がちょっと地盤沈下す

るんじゃないかと。個人情報保護、情報公開、そういうところがちょっと懸念

されますね。 

○芳野会長 いかがですかね、ほかの方は。 

  名は体をあらわすと。情報公開課で、その下に政策係と公開係があるとか。

せめて情報政策公開課とか。対等合併的なお名前だったら何かあれなんだけど。

だんだん長い間に名前のほうがメインになっていってしまう危険性を危惧をし

ているので、かなり意識して頑張っていただかないといけないかという感じが

しますね。 

○矢島情報公開課長 実は情報政策課は、昔、総務課の中の情報政策係だったの

ですが、ＩＴのいろいろ技術とかが進んできて、情報政策課という課になった

んです。情報公開課の関係ですと、文書関係が多いものですから、総務課とい

う発想もなくはないのですが、他市の状況を見ると、やっぱり情報政策課の中

にあるところもあって、情報公開班というんですかね、班で対応しているよう

なところもありますし、先ほど島田委員がおっしゃられたように、市民参画課

のようなところとか、広聴のところでやっているところもあるということで、

これから動き出すということですので、こちらのほうも皆様方のこの審議会で

のご意見は会議録に残りますので、そちらもきちんと伝えていきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

○芳野会長 ほかに何かご意見とかご質問ありますか。よろしいですか。 

  それでは、情報公開は市民の権利を守ると、情報公開は知る権利を守るとい

うことで情報公開条例第１条に記載されていますので、権利を守る係として、

今後ちょっと頑張ってい続けていただきたいというのが、少なくともこの会議

で皆さんそういう思いがあるということはよろしいですかね。ぜひその辺のと

ころもお伝えいただいて、市政に反映していただきたいなと。 

  どうぞ。 
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○栄田委員 すみません、後からで申し訳ありません。 

  システム系の将来性のことを考えて、この機構改革だと思うんですけれども、

この情報公開課のことを知っている市民は少ないと思います。そこをまず広げ

ていかないと、システムのほうもうまくいかない、頭でっかちになっていっち

ゃうと思うので、もう少し、今回こどものセクションをつくりましたよね。そ

のお母さん方に情報公開課のことをもうちょっと説明していけば広がっていく

と思うので、そこの広報活動が少ないなとすごく思うんです。広報は分かれま

したよね。 

  多分、長い目で見た機構改革だと思うんです、これ。ただ、政策と公開が

別々になっても仕方がないなと思うんですけれども、課長が一番大変なんでし

ょうけれども、本当に知らないです、皆さん。 

○内田情報公開課係長 情報公開課より、総合案内というイメージが強くなっち

ゃって。 

○栄田委員 情報公開していることをご存じない方が多いです。正直、私もそう

でした。ずし広報も毎月来ますけれども、時間があるときは見ますけれども、

時間がないときには要点だけ、自分に必要なところだけざっと見て終わってし

まうので、もうちょっと何か本当に知らせるいいシステムですから。 

○内田情報公開課係長 確かに情報公開が巻頭、表紙を飾るということはなかっ

たですから。ただ、年に１回、運用状況のまとめということで、結構大きなペ

ージで報告はしていますが、どこまで見ていただいているかというのは。 

○栄田委員 少なくとも私は自分にかかわっているから見るんですけれども、細

かいものをお母さん方は忙しくて見ないと思います。子を持つ親としてなんで

すけれども。 

○神田委員 何か私も栄田さんがおっしゃっていることと同じことを感じていて、

そもそもこの情報公開課という存在をご存じない方が、市民にすごくたくさん

いらっしゃって、私はこの会議に参加して初めて、こういう情報も請求すれば

公開してくれるんだとか、本当にそういう初歩的なところから、すごく目から

うろこの状態だったんですね。 

  例えば今回いろいろ機構改革が行われる中で、子育て支援に関するところと

いうのは、私も子育て中ですので、すごくかかわっているところもありながら、
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すごく広報に非常にアピールが上手というか、すごくわかりやすく記載されて

いたので、もっともっと市民に広く訴えていくためには、そのアピールの方法、

広報ずしに表記するのであれば、その表記の方法とか表現の仕方というのをち

ょっと工夫していけば、１人でも多くの方々が興味を持ってくださるのかなと

いうのは思いました。 

  きょうも現に、子供をちょっと幼稚園に送っていった帰りに、きょう市役所

でこういう会議があってという話をお母様方にしたら、そうなの、そんな会議

があるのというような、そういう反応でしたし、こういうふうなことをやって

いて、この運営審議会の委員に関しても、広報ずしを見れば募集を、そういう

委員会があって募集をかけているのよという話をしたところ、広報ずし、実は

投函されていながらも、すぐにごみ箱に捨てていたわという方がすごくたくさ

んいらっしゃったので、いかに１人でも多くの方に興味を持っていただくこと

が大事なのかなというのを私も同じように感じました。 

○栄田委員 子育て中は結構、予防接種のところだけになっちゃいますよね、正

直言うと。いついつやるなんていう、予防接種は忘れちゃいれないという。こ

このところを、多分１ページ目とかは見ると思うんですね。もうちょっとうま

い方法で興味を示すような情報公開。情報公開というのも多分、難しい言葉だ

と思うんです。 

○内田情報公開課係長 そうですね。まず、そういう制度があるということをや

っぱりもっと周知していかないといけないと思っています。 

○栄田委員 もうちょっとくだけた表現方法にしていけば、みんなも興味を示す

のかとは思いますけれども。 

○内田情報公開課係長 請求する方も、もともと何か知りたい情報があって、そ

れを知るにはどうすればいいか。情報公開課があるのねというような感じの逆

のパターンの方もいらっしゃったりするので、本来ですと、こういう制度があ

るということを皆さんが知っていた上で、知りたいことがあって来ていただく

というのが一番あるべき姿かなと思うので。 

○神田委員 全国でもすごい抜きん出て情報公開の制度が進んでいるというとこ

ろはやっぱり逗子市の特徴だと思うので、そこをやっぱりアピールしていった

ほうがいいのかなというのは私も思いました。 
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○栄田委員 こうやって携わった私たちは、こうやって広げていますものね。今

日ここ行くからと言って、こういうのがあるんだよと。それで友達から友達に

言っていることは確かなんですけれども、それでは全然足りないと思うので、

やっぱりシステム系に力を入れるのはわかるんですけども、パソコンをたたか

ない方もいますので、でも将来的に絶対必要だとは思いますので、いろんな努

力等が出てくると思いますから。 

○内田情報公開課係長 ちょうどこの後の議題でご報告させていただく予定の自

治基本条例の、先日、本市の福本次長から説明させていただいた、そこでこの

前、私も実は、ワークショップで情報というテーマでお話しさせていただいた

んでけれども、やっぱり情報公開課の存在は薄いなというのはちょっと感じま

した。もっともっと広めていかなければいけないと思っています。 

○栄田委員 よろしくお願いいたします。 

○芳野会長 貴重なご意見ありがとうございます。ほかに。 

  知っていただかないと考えようがないですものね。まずスタートはまずそこ

からですので。 

○栄田委員 市役所も情報公開をしていかないと。こういうのがあるという。 

○芳野会長 そうですね。ありがとうございました。ほかに何かご意見あります

か、この議題で。よろしいでしょうか。 

  それでは、議題３はこれで終わらせていただきます。 

  一応、議題に挙げられていたのは以上ですね。その後、４、その他というの

がございますので、その他について、事務局から何かありますでしょうか。 

○矢島情報公開課長 ４点ほどございます。 

  １点目は、前回の会議で栄田委員よりご質問がありました、まちｃｏｍｉメ

ールについてです。こちらにつきましては、持ち帰り、調べましたところ、平

成19年度に逗子市個人情報運営審議会にオンライン結合による提供についての

諮問がなされ、答申が出ておりました。 

  制度としましては、学校からの情報を携帯電話等のメール配信システムを利

用して、情報の配信を希望する保護者に対してするものですが、このメール配

信システムについては、保護者が直接業者に登録するもので、任意だそうです。 

  平成19年当時は久木中学校のみでしたが、現在は小中学校の全校がこのシス
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テムを利用して情報配信しているということです。配信する情報につきまして

は個人情報を載せないなど、学校はガイドラインを作成しまして慎重に対応し

ているとのことでしたが、特にトラブル等は生じていないようですけれども、

保護者と業者との契約で任意であるとはいえ、業者が限定されておりますので、

教育委員会としましても今後、まちｃｏｍｉを運営している業者の情報管理、

保護等について協定を結ぶことも検討しているようです。 

  先ほど機構改革のお話でもあったんですが、こどもセクションが教育部にい

きますので、シティプロモーションも視野に、このシステムを使ってできるの

かという検討もしたいというようなお話もありましたので、こちらの仕組みは、

またどんどん広がっていくのだとは思うのですけども、実際に学校で配信する

個人情報はないそうです。何か、どこそこのお子さんがちょっと見当たらない

といっても、直接的なお名前とかは流さないという形で対応するということで

す。 

  あとは大雨警報が出たとか、そういうときの対応とか、不審者情報とか、今

はイノシシの情報とか回っているんですかね。ちょっと逗子もイノシシが出る

ようで。葉山、逗子は出るんです。ですので、ハイキングコース等、気をつけ

てくださいというような情報が出ているのか、ちょっとわからないですけども。 

  教育委員会のほうでも、こどもセクションが一緒になりますので、もっと情

報をどういうふうに流していくかというのも考えていきたいと思っております

ので。 

○栄田委員 その学校長によってちょっと考え方が違うみたいで、沼中なんです

けれども、沼中の校長先生は細かく出したほうがいいと、いついつ期限ですと

か、懇談会がいつありますとか、細かく流してくださるんですけれども、小学

校のときはなかったので。 

○矢島情報公開課長 内容的には多分、学校長に任されていると思うんですが、

それぞれ学校で違う情報を持っていますので。ただ、基本のラインですね、ど

ういうところを注意しなければいけないとか、そういうのは業者と教育委員会

ときちんと協定等を結んでいきたいと検討しているようです。 

○栄田委員 本当にあれは、入りたくない方は入ってないので。 

○矢島情報公開課長 そうですね。 



－25－ 

○栄田委員 連絡網もちゃんと電話でいっているようなので。 

○矢島情報公開課長 そうですか。ちょっと前回のときに情報がわからなくて申

し訳なかったんですが、一応、前回お話がありましたまちｃｏｍｉメールにつ

いては、そういう状況だそうです。 

○栄田委員 ありがとうございました。 

○芳野会長 よろしいですか、質問とかよろしいですか。 

○栄田委員 はい。 

○芳野会長 では、次の２つ目。 

○矢島情報公開課長 ２点目につきましては、先ほどこちらのレポートもお配り

したんですが、（仮称）自治基本条例について、前回の会議でも経営企画部の

次長からお話をさせていただきましたが、市民が主役のまちづくりを進めてい

くための基本的なルールを定めるものとして、平成30年度の制定を目指して検

討しております。 

  条例の検討に関しまして、情報公開制度の視点、個人情報保護の視点での検

討もあるとのことで、検討会には課長が、ワークショップ、現在はこちらです

ね、逗子の未来協議会という名前になっておりますけれども、そちらには係長

が参加しております。 

  今日お配りした資料では、一番最初のワークショップのレポートと直近の１

月21日で、ちょっとこれ、内田係長の写真はないんですが、かなりメインで出

ていたようなんですが、情報公開、個人情報保護制度についてもお話をしまし

て、その中で検討が進められているところです。そちらのワークショップで話

し合われたこと、検討会で検討されたことをこちらの審議会に持ち帰りまして、

ご審議いただくことも今後あるかと思いますので、その都度、ご報告させてい

ただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○芳野会長 この点について、何かご質問ありますか。 

  よろしいですか。今後引き続きの課題ということで。 

  それでは、３つ目のご報告をお願いします。 

○矢島情報公開課長 ３点目は、新文書管理システムの稼働についてです。 

  １月末から本格稼働となりましたが、この新文書管理システムの稼働により

まして、電子決裁が導入されました。今までの押印による決裁は原則なくなり
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ます。今後は、電子文書につきましては、情報公開請求があったときは該当文

書の出力により請求者に公開することとなります。 

  しかし、それまでの文書はそのまま紙での保存となりますし、今後も電子化

できない文書などありますので、文書の形態が電子文書のみで完結するものと、

電子文書と紙等添付のもの、紙文書のみのものに分かれる形になります。 

  まだ稼働したばかりですので、実際に運用でどのような課題が出るのか、ち

ょっとわからない状況なんですけれども、こちらの情報公開制度にも影響ある

ことですので、今後も注意して運用していきたいと考えております。 

  以上です。 

○芳野会長 何かご質問ありますか。よろしいですか。 

  今後、公開対象になったものというのが、電子決裁だったり紙だったり、い

ろんなのを集めて公開するみたいな形になってしまうんですね。 

○矢島情報公開課長 今までの紙のものを全部読み込んでということではないで

すので、対応がばらばらでいくので、そこら辺もちょっと気をつけなければい

けないと考えております。 

○芳野会長 ありがとうございました。 

  最後のご報告をお願いします。 

○矢島情報公開課長 ４点目は、情報公開運営審議会委員の任期についてです。 

  今期の情報公開運営審議会委員の任期は平成27年４月28日から平成29年４月

27日の２年間でございます。２年間、皆さんにご審議いただきまして、感謝い

たしております。ありがとうございました。 

  委員の再任につきましては、最長３期までが原則となっておりますが、今回、

学識経験者委員の芳野会長と市民委員の関委員、小松原委員が今期をもって委

員を終了されることとなります。 

  当審議会委員の経験年数と、またこれからの委員構成のバランスを考慮させ

ていただきまして、３期であっても年数が６年に満たない市民委員につきまし

ては、次期委員参加の意向をお伺いし、内諾をいただきました神田委員につき

ましては、継続をお願いしたいと考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

  学識経験者委員の芳野会長におかれましては、情報公開審査委員との関連で、
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任期４年間ではありますが、今期で終了で、また関委員は３期で５年９カ月、

小松原委員は３期で４年５カ月ですが、今期で終了となります。逗子市の情報

公開運営審議会委員としてご尽力いただきまして、本当にありがとうございま

した。 

  任期は４月まででございますが、今年度の会議は本日をもって最後の会議と

なります。学識経験者委員の島田委員のほか、神田委員、栄田委員、関根委員

の３名の市民委員さんにおかれましては、引き続き次期委員をお願いしたいと

考えておりますので、今後もよろしくお願いいたします。 

  なお、次期運営審議会のメンバーとして、芳野委員の後任の学識経験者委員

につきましては、現在の逗子市情報公開審査委員からお１人を、市民委員につ

きましては、公募で２名の方が選ばれることとなると思います。 

  それでは、今期をもって委員終了となる芳野会長、関委員、小松原委員から

順に一言ずつお願いできればと思います。よろしくお願いします。 

○芳野会長 芳野です。本当に２年間ありがとうございました。 

  皆さんといろいろな意見の交換とかさせていただいて、まちづくりって、こ

うやってみんなの力でつくっていくんだなというのを実感として感じることが

できました。逗子は、本当に自然もきれいで、まちもきれいで、それで市民が

参加して、いいまちをさらにつくっていくという形でやっていけるところなん

だなというふうに実感しました。 

  ただ、今回の機構改革もありますけれども、皆さんのご意見もありました情

報公開はとても大事ですけれども、いつの間にか何となく手段になってしまう

ので、みんなの関心がだんだん薄れていってしまうと、いつの間にか何か忘れ

てしまうというところがあって、そこがとても危険だなと思っています。 

  逗子市の情報公開は、まだ自治体が余りやってなかったころから、とても先

進的な取り組みをしていて、その取り組みが、基本的にはその当時は、物すご

く市民が情報公開をもっと活発化させようという市民の力で、この条例とか制

度をどんどんつくってきたということで、市民パワーが最初からこの情報公開

の部分はすごかったんですね。それがだんだんこの制度が安定していくと、何

か忘れ去られてしまうことが、ある意味ではとても危機的なところかなと思っ

ていますので、ぜひ今後もこの審議会を含めて、市民の力でどんどんいい情報
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公開制度を維持して、つくっていっていただければと思います。本当にありが

とうございました。 

  では、関委員。副会長をありがとうございました。 

○関委員 長い間、こちらの審議会に参加させていただきまして、全く情報公開

ということがどういう形で審議会が開催されていてということもわからずに、

こちらに参加させていただきまして、毎回、私自身、学ぶことばかりだったの

で、お役に立てたことはないと思うんですけれども、今後この会議に参加させ

ていただいたということで、市民として、いろんなことにもうちょっと視野を

広げて、知ること、学ぶことを学びながらも、もうちょっと参加していきたい

なと思います。 

  逗子市は、このように審議会で市民が委員で参加しているということも全く

知らなかったので、いろいろな方にも経験として参加するといいですよと伝え

られたりしていきたいなと思います。このように本当にのどかで穏やかな逗子

市なので、これからも住みよいまちづくりに皆さん、よろしくお願いいたしま

す。 

  お世話になりました。ありがとうございました。 

○芳野会長 小松原委員、お願いします。 

○小松原委員 １期の後半からということで務めさせていただきました。私事で

すが、家族の体調が悪かったりしてなかなか会議に参加できないこともあった

んですけれども、このような場に参加できて、とてもよい経験になりました。 

  逗子に住んで10年目ということを機に、この会議に参加させていただいたん

ですが、ここからは記録に残さないでいただきたいんですが、私はずっと生ま

れも育ちも横浜なんです。常に横浜と逗子を比較してしまうというか、そうい

う目線で見る場面が多かったんですけれども、先ほど出ました広報ずしに関し

ましても、とても私は読みやすいと思っています。文字の大きさ、紙の質、情

報量に対してもとても適切で、時間がなくても読めるなと。 

  横浜の場合は、県のたよりと同じサイズ、同じ質、文字の細かさ、非常に読

みづらいんです。でも、とても内容も練られていますし、皆さんに読んでもら

うということを意識した書き方になっているかなと思います。 

  また、個人的なことで、情報公開を請求する場が横浜市であったんですけれ
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ども、そのときも、対応の仕方一つとりましても、逗子とは大分違うなと思い

ました。請求から公開までに至ることも、請求者目線をとても考えた、寄り添

った公開になっているなということを、身をもって私は感じました。 

  この審議会のことに関しましても、情報公開課のことに関しましても、私た

ちがここで学んだことは、どんどん発信していきたいなと思います。先ほど、

どなたかが草の根とおっしゃいましたけど、何か市民の友達に会ったときにで

も、少しでもこの内容をお話しし、還元していけたらいいかなと思います。そ

して、この審議会がより建設的な意見交換の場になってほしいなというふうに

思っています。 

  本当にお世話になりました。ありがとうございました。 

○矢島情報公開課長 ありがとうございました。これからも逗子市の情報公開制

度を温かく見守っていただければと思います。皆様のご健康とご活躍をお祈り

いたします。 

○芳野会長 ありがとうございました。 

  それでは、平成28年度の情報公開運営審議会は今回をもって終了となります。

次回、29年度はまたメンバーが新しく加わって、総勢７人の新しいメンバーで

また進めていくことになるかと思いますが、頑張ってください。本当にいろい

ろ長いことありがとうございました。 

午前１１時２０分閉会  


